
令和５年度前後期（年末期）の商品量目立入検査結果（速報） 

 

令和５年１２月２６日 

宮城県計量検定所 

 

宮城県計量検定所では、消費者保護の推進を図るため、商品の流通が活発化する時期に、食料品などの

内容量（量目）の表示が正しいかなど、スーパーマーケットなどに立ち入り、商品量目立入検査を実施し

ました。 

その検査結果については、下記のとおりです。 

 

記 

 

１ 実施期間 

令和５年１１月２４日（金曜日） 〜 令和５年１２月４日（月曜日） ※延べ５日間 

 

２ 検査実施事業所 

仙台市を除く県内（５市町）のスーパーマーケットなどの全１１店舗 

 

３ 検査内容 

その店舗内で詰め込みをして計量販売されているパック商品（食肉、魚介、野菜、総菜などの内容量

を表示して販売している商品）について、計量法に基づき次の検査を行いました。 

（１）内容量の検査 

表示された内容量が実際の内容量と比較して、計量法で定められた誤差の範囲（量目公差）を超え

て不足していないか。 

（２）表示の検査 

内容量、計量単位、事業所名、住所の表示内容が正しいか。 

（３）計量器（はかり）の使用状態の検査 

定期検査受検の有無、水平状態で使用しているか。 

 

４ 立入検査結果 

（１）内容量及び表示 

 ① 事業所別 

区分 検査事業所数 不適正事業所数 不適正事業所率（％） 

今回 ９  ０  ０．０  

前年度同期 ７  ２  ２８．６  

  



 ② 品目別 

区分 検査個数（個） 

不適正商品数 

（量目不足） 

（個） 

不適正商品率 

（％） 

前年度同期 

不適正商品率 

（％） 

食肉類 １４０  ０  ０．０  ０．０  

魚介類 １３４  ０  ０．０  ０．０  

野菜 ７５  ０  ０．０  ０．０  

調理食品 ９３  ０  ０．０  ０．０  

果実 ５     ０   ０．０   ０．０  

その他 ５  ０  ０．０  ０．０  

計 ４５２  ０  ０．０  ０．０  

 

 

 

 

（２）計量器（はかり）の使用状態 

８６台のはかり全てが定期検査を適切に受検していたものの、そのうち１７台が水平不良な状態

で使用されていました。 

 

５ 結果への対応 

不適正なはかりの使用を行っていた事業所に対しては、水平状態で正確な計量が行われるように現場

で指導を行いました。 

 

６ その他 

商品量目立入検査については、例年、前期（７月〜８月）と後期（年末期）の年２回実施しています。 


